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Nihon Saii Shi, edited by Hatasu Ogashima (1857-1892) and published in 1894, consists of various articles on 
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§1. はじめに 

1981 年以来刊行が進んでいる『新収日本地震史

料』シリーズの特長の１つとして，出典が明記されてい

ることが挙げられる．未刊行物の場合は，史料名のみ

ならず採録先に関する情報も得られ，編纂資料（東

京大学地震研究所所蔵の写真帳）の情報も合わせる

ことにより，出典に遡ることができる．一方，明治期か

ら戦前の史料集において未刊行物が出典の場合，

史料の名称のみが記され，史料の所在や書写年等

の情報が省略されることがある．これは，出典を遡り，

採録記事を再確認することを困難なものにしている． 

本稿では，小
お

鹿
が

島
し ま

果
はたす

（1857-1892）が編纂し，没後

に遺稿が刊行された災害史料集『日本災異志』[小鹿

島（1894）]に注目する．史料の出典を遡る上での課

題について指摘する． 

 

§2. 『日本災異志』編纂に使用された史料の所在 

小鹿島（1894）の序に，編纂過程に関する情報が

記されている（図 1）．図 1 の傍線部分（4 行目から 7
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行目）を以下に記す．なお，旧字を新字に改めたほ

か「。」は「．」に直し，適宜「，」を挿入した． 

 

当時．院衙与修史館隣接．尤得借書之便．是以捜索

備至．即，此書之所以，能詳悉而靡遺也． 

 

この箇所を，奥積（2023）は，次のように書き下して

いる． 

 

当時、院衙と修史館は隣接し。尤も借書の便を得。是

以（ここをもって）捜索備至（びし＝行き届く）。即ち、此の書の所

以（ゆえん）、能（よ）く詳悉にして遺（のこ）すところ靡（なき）なり。 

 

小鹿島が明治十六年（1883）三月から十八年

（1885）十二月まで在籍していた統計院[奥積（2023）]

が，院衙のことであろう．修史館は，修史局が明治十

年(1877)に改組された組織であり，明治十九年(1886)

まで続いた[佐藤(2019）］．当時の修史館が所蔵して

いた史料を，小鹿島（1894）が使用したことを意味す

る． 

総務省統計図書館が所蔵する和本[総理府統計

局図書館(1955)]の中に，『日本災異志稿』と題する史

料が存在する（表 1）．総理府統計局図書館(1955)に

よると，刊本と内容が類似しているとされている． 

表 1 には，総理府統計局図書館(1955)の注釈に小

鹿島の名が見えるもの，あるいは修史館本との関係

が述べられているものをまとめた．その内，「小鹿島果

編」とあり，「修史館本より転写」とされているものが，

『池魚録』，『鎌倉大日記抜萃』，『暦仁以来年代記抜

萃』の３点であった（表 1）． 

『池魚録』は，小鹿島（1894）の「火災之部」におい

て，天明七年(1787)から安政三年(1856)に至る江戸

の火災記事の出典として度々見えるものである．『鎌

倉大日記抜萃』は，『鎌倉大日記』，『暦仁以来年代

記抜萃』は『暦仁以来年代記』という表記にて，「地震

之部」の中世の地震記事の出典としてしばしば見ら

れる． 

これら 3 点は，小鹿島が『日本災異志』編纂のため

に，修史館で写した史料の可能性がある．直接の調

査が今後の課題と言える． 

§3. 本朝地震考 

小鹿島（1894）には，「（年代記）（本朝地震考）」の

ように，2 つの史料名が併記され引用元とされる事例

が，しばしば見られる．その一例が，97 頁の文明六年

冬（ユリウス暦 1474 年 11 月 10 日〜1475 年 2 月 7

日）の地震である． 

この文明六年冬の地震記事は，小鹿島（1894）から，

「京都（？)」の地震として，文部省震災予防評議会

(1941)418 頁に引用されている[加納（2023）］．宇佐

美・他（2013）においても取り上げられている被害地

震である．山本（1989）は疑惑の地震の１つとしている． 

「年代記」は不明であるが，「本朝地震考」は同名

の記録が，「地学雑誌」に掲載された翻刻（例えば，

著者不明(1897a,b））に見られる． 

「地学雑誌」の翻刻では，明徳二年（1391）から文

明十七年（1485）に至る記事の出典が「続太平記年

代記」と書かれている[著者不明(1897a,b）]．そのうち，

文明六年(1474)の項に「六年甲午冬大地震踰年不

止神社仏閣宮殿城郭民屋仆頽不知其数」とあり[著

者不明(1897b）]，小鹿島（1894）の記事と対応する． 

「続太平記年代記」は，『続太平記』と『年代記』の 2
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つが出典であることを意味していると思われる．『年代

記』が何を指しているか不明であるが，『続太平記』は

伊南芳通（1627-1717）により貞享三年(1686)に刊行

された同名の軍記物[倉員(1999)]のことであろう． 

国文学研究資料館蔵『續太平記 貍首編巻之二

十八』の冒頭 1 丁表より始まる「天下変異事」の 2 行

目-5 行目に，次のように読み下せる記述がある（図

2）． 

 

就中去年ノ冬ノ頃ヨリ今歳ノ初メニ至ルマテ。大地毎

日ニ動キテ怠ル時無シ。適残ル神社仏閣モ之ガ為ニ

仆レ傾キ。人民ノ累其ノ数ヲ知ラズ。 

 

この部分が『本朝地震考』に引用されたのであろう．

しかし，『日本災異志』が『本朝地震考』のいかなる写

本を参考にしたのか不明であり，今後の課題である． 

§4. おわりに 

明治期に成立した災害史料集『日本災異志』に記

された出典に関わる課題を指摘した．まず，刊本に記

された情報から，当時修史館に所蔵されていた史料

が使用されていたこと，それらの史料および『日本災

異志稿』が総務省統計図書館に所蔵されていること

を示した．加えて，『日本災異志』に引用される史料

のうち，さらに出典を遡る必要がある例として『本朝地

震考』を挙げ，関連する文明六年冬の地震について

言及した．いずれも今後の課題である． 
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対象地震：文明六年冬(1474-1475)の地震 
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